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(57)【要約】
【課題】ＡＣキャリアに乗せられたデータを受信できる
テレビ受信機等がなくとも、更に、ＡＣキャリアに乗せ
られたデータのフォーマットを変更する場合等、受信機
に対してプログラムのファームアップの必要がない技術
を提供すること。
【解決手段】本発明は、ＡＣ信号に即時性を要求される
即時情報が格納されたデジタル放送を放送する第１の放
送手段と、即時情報の表示制御プログラムを提供するデ
ータ放送を放送する第２の放送手段と、デジタル放送を
受信し、ＡＣ信号を検出して検出信号を出力する検出手
段と、データ放送を受信する受信手段と、データ放送の
表示制御プログラムにより動作し、ＡＣ信号の検出信号
に応答し、即時情報の表示制御を行う表示制御手段とを
有することを特徴とする放送システムである。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ＡＣ信号に即時性を要求される即時情報が格納されたデジタル放送を放送する第１の放
送手段と、
　即時情報の表示制御プログラムを提供するデータ放送を放送する第２の放送手段と、
　前記デジタル放送を受信し、前記ＡＣ信号を検出して検出信号を出力する検出手段と、
　前記データ放送を受信する受信手段と、
　前記データ放送の表示制御プログラムにより動作し、前記ＡＣ信号の検出信号に応答し
、即時情報の表示制御を行う表示制御手段と
を有することを特徴とする放送システム。
【請求項２】
　前記第１の放送手段と前記第２の放送手段とは、異なる事業者の放送手段であることを
特徴とする請求項１に記載の放送システム。
【請求項３】
　前記検出手段がＡＣ信号を専用に受信する受信機であり、
　前記受信手段と前記表示制御手段とがテレビ受信機である
ことを特徴とする請求項１又は請求項２に記載の放送システム。
【請求項４】
　前記ＡＣ信号には地域別に即時情報が格納され、
　前記表示制御手段は、前記即時情報に基づいて、該当地域の即時情報を表示する制御を
行うことを特徴とする請求項１から請求項３のいずれかに記載の放送システム。
【請求項５】
　ＡＣ信号に即時情報が格納されたデジタル放送を受信し、前記ＡＣ信号を検出して検出
信号を出力する検出手段と、
　即時情報の表示制御プログラムを提供するデータ放送を受信するデータ放送受信手段と
、
　前記表示制御プログラムにより動作し、前記ＡＣ信号の検出信号に応答して、即時情報
の表示制御を行う表示制御手段と
を有することを特徴とする表示システム。
【請求項６】
　前記検出手段と前記データ放送受信手段とは、異なるチャンネルの放送波を受信するこ
とを特徴とする請求項５に記載の表示システム。
【請求項７】
　前記検出手段と前記データ放送受信手段とが、異なる筐体内に配置されていることを特
徴とする請求項５又は請求項６に記載の表示システム。
【請求項８】
　前記ＡＣ信号には地域別に即時情報が格納され、
　前記表示制御手段は、前記即時情報に基づいて、該当地域の即時情報を表示する制御を
行うことを特徴とする請求項５から請求項７のいずれかに記載の表示システム。
【請求項９】
　ＡＣ信号に即時情報が格納されたデジタル放送と、即時情報の表示制御プログラムを提
供するデータ放送とを受信し、
　前記デジタル放送から前記ＡＣ信号を検出し、
　前記表示制御プログラムにより動作し、前記ＡＣ信号の検出により、即時情報の表示制
御を行う
ことを特徴とする表示方法。
【請求項１０】
　ＡＣ信号に即時情報が格納されたデジタル放送を放送する放送事業者と、前記即時情報
の表示制御のプログラムを提供するデータ放送を放送する放送事業者とが異なることを特
徴とする請求項９に記載の表示方法。
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【請求項１１】
　前記ＡＣ信号には地域別に即時情報が格納され、
　前記即時情報に基づいて、該当地域の即時情報を表示する制御を行う
ことを特徴とする請求項９又は請求項１０に記載の表示方法。
【請求項１２】
　データ放送により提供され、即時情報が格納されたＡＣ信号の検出信号に応答して、即
時情報の表示制御の処理をテレビ受信機に実行させることを特徴とするプログラム。
【請求項１３】
　前記ＡＣ信号に格納された地域別の即時情報に基づいて、該当地域の即時情報をテレビ
受信機に表示する制御処理を行うことを特徴とする請求項１２に記載のプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、放送システム及び表示システムと、その方法とプログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　テレビ放送では、例えば、地震情報や津波情報等の緊急情報がテロップ等で表示されて
いる。これらの情報は即時性が要求される。
【０００３】
　一方、テレビジョン放送は、アナログ放送からデジタル放送へと移行している。そのデ
ジタル放送では、映像・音声のエンコードやデコードに時間を要し、テレビ受信機に映像
が表示されるまでに数秒程度遅れる。
【０００４】
　そこで、即時性が要求される情報を、特定のＡＣ（Auxiliary Channel）キャリアに乗
せることが特許文献１に開示されている。これによれば、通常のデータよりも早く、情報
を取得することが可能である。
【特許文献１】特開２００７－２４３９３６号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、ＡＣキャリアに乗せられたデータのフォーマットを変更する場合等、全
ての受信機に対してプログラムのファームアップを行わなければならない。
【０００６】
　また、現在、ＡＣキャリアに乗せられたデータを復調できる、一般のテレビ受信機はな
く、テレビ受信機は、たやすく買い換えるものでもなく、長く使用されるものであり、Ａ
Ｃキャリアに乗せられたデータを復調できる一般のテレビ受信機が普及するまでには時間
がかかる。
【０００７】
　そこで、本発明は上記課題に鑑みて発明されたものであって、ＡＣキャリアに乗せられ
たデータを受信できるテレビ受信機等がなくとも、更に、ＡＣキャリアに乗せられたデー
タのフォーマットを変更する場合等、受信機に対してプログラムのファームアップの必要
がない放送システム及び表示システムと、その方法とプログラムを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記課題を解決する本発明は、ＡＣ信号に即時性を要求される即時情報が格納されたデ
ジタル放送を放送する第１の放送手段と、即時情報の表示制御プログラムを提供するデー
タ放送を放送する第２の放送手段と、前記デジタル放送を受信し、前記ＡＣ信号を検出し
て検出信号を出力する検出手段と、前記データ放送を受信する受信手段と、前記データ放
送の表示制御プログラムにより動作し、前記ＡＣ信号の検出信号に応答し、即時情報の表
示制御を行う表示制御手段とを有することを特徴とする放送システムである。
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【０００９】
　また、上記課題を解決する本発明は、ＡＣ信号に即時情報が格納されたデジタル放送を
受信し、前記ＡＣ信号を検出して検出信号を出力する検出手段と、即時情報の表示制御プ
ログラムを提供するデータ放送を受信するデータ放送受信手段と、前記表示制御プログラ
ムにより動作し、前記ＡＣ信号の検出信号に応答して、即時情報の表示制御を行う表示制
御手段とを有することを特徴とする表示システムである。
【００１０】
　上記課題を解決する本発明は、ＡＣ信号に即時情報が格納されたデジタル放送と、即時
情報の表示制御プログラムを提供するデータ放送とを受信し、前記デジタル放送から前記
ＡＣ信号を検出し、前記表示制御プログラムにより動作し、前記ＡＣ信号の検出により、
即時情報の表示制御を行うことを特徴とする表示方法である。
【００１１】
　上記課題を解決する本発明は、データ放送により提供され、即時情報が格納されたＡＣ
信号の検出信号に応答して、即時情報の表示制御の処理をテレビ受信機に実行させること
を特徴とするプログラムである。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明では、データ放送で提供されるプログラムを用いて、即時性が要求される情報を
表示させているので、ＡＣに載せられる情報のフォーマットや、種類が変更されても、柔
軟に対応することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１３】
　本発明の実施の形態を説明する。
【００１４】
　図１は本発明の実施の形態のブロック図である。
【００１５】
　本実施の形態における放送システムは、Ａ事業者の放送局１と、Ｂ事業者の放送局２と
、ＡＣ受信機３と、テレビ受信機４とを備える。
【００１６】
　Ａ事業者とＢ事業者とは異なる事業者であり、異なる周波数帯でテレビ放送を行ってい
る。
【００１７】
　Ａ事業者の放送局１は、図２に示す如く、映像・音声のＴＳとデータ放送ＴＳとを多重
化するＴＳ多重化部１０と、多重化部１０の出力に対して即時性が要求される情報をＡＣ
に多重化するＡＣ多重化部１１と、ＡＣ多重化部１１の出力に対してＯＦＤＭ変調を行う
ＯＦＤＭ変調部１２と、ＯＦＤＭ変調部１２の出力を周波数変換する周波数変換部１３と
、周波数変換部１３の出力を増幅する増幅部１４とを備える。
【００１８】
　ここで、即時性が要求される情報とは、例えば、緊急地震情報や緊急津波情報等の緊急
情報等があるが、これに限られず、視聴者に即時に伝えたい情報であれば良い。尚、以下
の説明では、即時性が要求される情報として地震情報を例にして説明する。
【００１９】
　ＡＣ多重化部１１に入力される地震情報は、例えば、全国分の地震情報（地域と震度）
を１地域について１バイトないしは４ビット毎に多重化をした文字列である。こうするこ
とで、テキスト情報のため、受信機側での判断がしやすい。また、地震情報であることを
示すヘッダ情報もつけておく。ヘッダ情報を様々に持たせ、地域情報を共通に持つことで
、「大雨警報」、「暴風警報」などの情報を変化させて表示させることも可能である。
【００２０】
　図３に地震情報の一例を示す。図３では、地震情報であることを示す先頭のヘッダ情報
に続いて、各地域の震度及び到達時間の情報が多重されている。データ列上の各地域の地
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震情報の順番は予め定められており、図３のデータ列の例では、先頭のヘッダの次に、「
Ｃ県Ｘ市」、「Ｃ県Ｙ市」、「Ｃ県Ｚ市」、…、の順番に定められている。
【００２１】
　図３の例では、各地域の地震情報は、４ビットで構成され、上位３ビットが震度情報、
下位１ビットが到達時間を示す。震度情報は、“０００”がなし、“００１”が震度３以
下、“０１０”が震度４、“０１１”が震度５－、“１００”が震度５＋、“１０１”が
震度６－、“１１０”が震度６＋、“１１１”が震度７を示す。また、到達時間は、“０
”が「まもなく」、“１”が「すぐに」を示す。
【００２２】
　このように定義されたデータ列において、例えば、ヘッダを除く０番目の４ビットのデ
ータ“１００１”は、「Ｃ県Ｘ市」に震度５＋の地震がすぐくることを示す情報である。
【００２３】
　地震情報を受け取ったＡＣ多重化部１２は、テキスト情報のうち、この機器上で指定さ
れた地域の情報を抜き出し、ＡＣ内の情報領域に多重して出力する。その際に、ヘッダ情
報として、この情報が何の情報（本実施の形態では、地震情報）なのか、いつ作られたも
のなのかを付加する。
【００２４】
　Ｂ事業者の放送局２は、図４に示す如く、映像・音声のＴＳとデータ放送ＴＳとを多重
化するＴＳ多重化部２０と、ＴＳ多重化部２０の出力に対してＯＦＤＭ変調を行うＯＦＤ
Ｍ変調部２２と、ＯＦＤＭ変調部２２の出力を周波数変換する周波数変換部２３と、周波
数変換部２３の出力を増幅する増幅部２４とを備える。
【００２５】
　Ａ事業者の放送局１とＢ事業者の放送局２とは基本的には同じ構成のものであるが、Ａ
事業者の放送局１の場合は、地震情報がＡＣに多重されて放送されていることが相違する
。
【００２６】
　ＡＣ受信機３は、Ａ事業者の放送局１から放送されるデジタル放送波を受信し、ＡＣ内
に多重された地震情報を、テレビ受信機４に出力する。
【００２７】
　ＡＣ受信機３は、図５に示す如く、受信したＲＦ信号をＩＦ信号に変換するＲＦ／ＩＦ
変換部３０と、ＲＦ／ＩＦ変換部３０の出力をＯＦＤＭ復調するＯＦＤＭ復調部３１と、
ＯＦＤＭ復調部３１の出力からＡＣにマッピングされている地震情報を抽出するＡＣデー
タ処理部３２とを備える。
【００２８】
　テレビ受信機４は、図６に示す如く、受信したＲＦ信号をＩＦ信号に変換するＲＦ／Ｉ
Ｆ変換部４０と、ＲＦ／ＩＦ変換部４０の出力をＯＦＤＭ復調するＯＦＤＭ復調部４１と
、映像・音声をデコードする映像・音声デコード部４２と、データ放送を処理するデータ
放送処理部４３と、映像、データ放送を表示する表示部４４とを備える。
【００２９】
　尚、ＡＣ受信機３とデータ放送処理部４３との通信は、ＬＡＮやＵＳＢ等の有線による
通信や、赤外線、ＢｌｕｅＴｏｏｔｈ等の無線による通信でも良い。
【００３０】
　テレビ受信機４には表示すべき地域が事前に登録されている。その際、テレビ受信機４
のＮＶＲＡＭに地域が登録される。この際、ＡＣで送られた緊急情報の何番目（何キャラ
クタ目）のデータ（上位ビット列又は下位ビット列）を抽出すべきか（ポジション）も登
録される。例えば、上述した図３のデータ列の例では、テレビ受信機４に「Ｃ県Ｙ市」が
登録されている場合、データ列のヘッダを除く０番目のキャラクタの上位ビット列を抽出
するように、そのポジションも登録される。このようにすることで、受信機上でＩＤなど
により地域を判別する必要が無くなり、多くの地域からから即座に該当の地域がどういっ
た状況かを判断できる。
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【００３１】
　データ放送受信部４１はＢＭＬコンテンツに基づいて動作する。そして、ＢＭＬコンテ
ンツは、ＡＣ受信機３から通知された緊急情報から登録されているポジションと同時に上
記ヘッダ情報を見に行き、該当ポジションの緊急情報を抽出して、表示部４３の画面上に
、例えば、「Ｃ県Ｘ市　震度５＋の地震がすぐ来きます。」等を自動表示する。
【００３２】
　図７及び図８にＢＭＬの一例を示す。図７及び図８は、図３のデータ例において、テレ
ビ受信機４に登録された地域が「Ｃ県Ｘ市」の場合における地震情報表示のＢＭＬの例で
ある。
【００３３】
　次に、本実施の形態における具体的な動作を、図９を用いて説明する。
【００３４】
　尚、以下の説明では、「Ｃ県Ｘ市」に設置されたテレビ受信機４１と、「Ｃ県Ｙ市」に
設置されたテレビ受信機４２と、「Ｃ県Ｚ市」に設置されたテレビ受信機４３と、「Ｄ県
Ｍ市」に設置されたテレビ受信機４４と、「Ｅ県Ｎ市」に設置されたテレビ受信機４５と
があるものとし、各テレビ受信機４には設置地域と、ＡＣで送られた緊急情報の何番目（
何キャラクタ目）の部分を読むべきか（ポジション）も登録してあるものとする。
【００３５】
　まず、テレビ受信機４１～テレビ受信機４５は、Ｂ事業者の放送局２からテレビ放送の
受信を開始すると、データ放送により提供されるＢＭＬコンテンツがテレビ受信機４１～
テレビ受信機４５に取り込まれる。そして、テレビ受信機４１～テレビ受信機４５では、
通常の映像の表示に隠れてデータ放送のＢＭＬが実行される。
【００３６】
　ここで、Ａ事業者の放送局１に地震情報が提供されると、図３に示されるデータ例に従
い、Ａ事業者の放送局１では、ＡＣに地震情報をマッピングする。例えば、「Ｃ県Ｘ市、
震度５＋、すぐ」の場合には“１００１”、「Ｃ県Ｙ市、震度５＋、すぐ」の場合には“
１００１”、「Ｃ県Ｚ市、震度４、まもなく」の場合には“０１００”、「Ｄ県Ｍ市、震
度４、まもなく」の場合には“０１００”…、のように震度と到達時間との情報を、予め
定められた地域の順番にマッピングする。尚、「Ｅ県Ｎ市」の地震情報はないものとする
。そして、通常の映像、音声及びデータ放送とともに、テレビ放送波を送信する。
【００３７】
　Ａ事業者の放送局１からのテレビ放送波を受信したＡＣ受信機３１～３５は、ＡＣ内に
多重された地震情報を、テレビ受信機４１～テレビ受信機４５に出力する。
【００３８】
　ＡＣ受信機３１～３５からの地震情報の出力を受けて、テレビ受信機４１～テレビ受信
機４５は、地震情報の中から、自機に登録されている地域の地震情報を抽出する。本例で
は、図３に示す如く、テレビ受信機４１では“１００１”が抽出され、テレビ受信機４２

では“１００１”が抽出され、テレビ受信機４３では“０１００”が抽出され、テレビ受
信機４４では“０１００”される。尚、テレビ受信機４５では登録されている地域「Ｅ県
Ｎ市」に該当する地震情報はないので、何も抽出されない。
【００３９】
　地震情報が抽出されたテレビ受信機では、登録されている地域（設置されている地域）
の地震情報が表示される。本例では、テレビ受信機４１には「Ｃ県Ｘ市　震度５＋の地震
がすぐ来ます！」が表示され、テレビ受信機４２には「Ｃ県Ｙ市　震度５＋の地震がすぐ
来ます！」が表示され、テレビ受信機４３には「Ｃ県Ｚ市　震度４の地震がまもなく来ま
す！」が表示され、テレビ受信機４４には「Ｄ県Ｍ市、震度４の地震がまもなく来ます！
」が表示される。また、テレビ受信機４５では何も表示されない。尚、表示される文字情
報であるが、送られてくる地震情報には、震度と到達時間としか含まれていないので、他
の文字情報、上述したテレビ受信機４１の例では、「Ｃ県Ｘ市」、「震度」、「の地震が
」、「来ます！」等は、ＢＭＬにより表示する際に補充する。
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【００４０】
　このように、本実施の形態では、データ放送で提供されるプログラム（例えば、ＢＭＬ
コンテンツ）を用いて、即時性が要求される情報を表示させているので、ＡＣに載せられ
る情報のフォーマットや、種類が変更されても、柔軟に対応することができる。
【００４１】
　尚、上述した実施の形態では、即時性が要求される情報が乗せられたＡＣを放送する放
送局と、プログラムを提供するデータ放送を放送する放送局とが異なる場合を説明したが
、即時性が要求される情報が乗せられたＡＣを放送する放送局と、プログラムを提供する
データ放送を放送する放送局とが同一の放送局であっても良い。この場合、図２に示した
Ａ事業者の放送局１のような構成をとり、データ放送により、即時性が要求される情報を
表示するためのプログラム（例えば、ＢＭＬコンテンツ）を放送する。
【００４２】
　また、上述した実施の形態では、ＡＣ受信機とテレビ受信機とを異なる筐体としたが、
ＡＣ受信機と同様なＡＣ受信部をテレビ受信機が持つように構成しても良い。この場合、
図１０に示す通り、図５に示すＡＣ受信機と、図６に示すテレビ受信機とを組合せた構成
にする。
【００４３】
　更に、ＡＣ受信機とテレビ受信機とは一対一の関係に限定されず、１台のＡＣ受信機に
対して複数のテレビ受信機のように１対多の関係、又は複数のＡＣ受信機に対して複数の
テレビ受信機のように多対多の関係でも良い。
【図面の簡単な説明】
【００４４】
【図１】図１は本実施の形態の構成を示す図である。
【図２】図２は放送局１のブロック図である。
【図３】図３は地震情報の一例を示す図である。
【図４】図４は放送局２のブロック図である。
【図５】図５はＡＣ受信機３のブロック図である。
【図６】図６はテレビ受信機４のブロック図である。
【図７】図７はＢＭＬの一例を示す図である。
【図８】図８はＢＭＬの一例を示す図である。
【図９】図９は本実施の形態の動作を説明する為の図である。
【図１０】図１０はテレビ受信機４の他の例のブロック図である。
【符号の説明】
【００４５】
１　　　Ａ事業者の放送局
２　　　Ｂ事業者の放送局
３　　　ＡＣ受信機
４　　　テレビ受信機



(8) JP 2010-93581 A 2010.4.22

【図１】
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